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1 紅色の丸襟の官服（袍）。 


































































































年 度 将軍 書 名 著 者 職 位 伝命日 儀礼服 
1607年 
慶長12､宣祖40 秀忠 海槎録 慶 暹 副 使 6月6日 冠帯 
1617年 
元和3､光海君9 秀忠
扶桑録 李景稷 従事官 8月26日 記述なし 
東槎上日録 呉允謙 正 使 記述なし 
1624年 
寛永元､仁祖2 家光 東槎録 姜弘重 副 使 12月19日 記述なし 
1636年 
寛永13､仁祖14 家光
丙子日本日記 林 絖 正 使 
12月14日7 
冠帯 
海槎録 金世溓 副 使 冠帯 
東槎録 黃 ホ 従事官 冠帯 
1643年 




扶桑日記 趙 珩 正 使 10月8日 冠帯 
扶桑録 南龍翼 従事官 公服 
1682年 
天和2､粛宗8 綱吉
東槎録 洪禹載 堂上官 
8月27日 
記述なし 
東槎日録 金指南 堂上官 朱衣象笏 
1711年 





































                                                  
10『世宗実録』巻31世宗8年（1426）二月二十六日（庚寅)条。 




聞見録 曺命来 従事官 6月１日 金冠朝服 
1764年 
宝暦14､英祖40 家治 海槎日記 趙 曮 正 使 2月27日 金冠朝服 
1811年 



































                                                  
12 市島謙吉（編輯・校訂）：『新井白石全集』第6，東京括版，pp. 465－481（1907） 
13 荒川久壽男氏も「皇統一系をいはばまくらにふつて徳川の世の無窮なるためには万代にわたる礼制を樹立しな
ければならぬ、と強調したものであらう」と記している。『新井白石の学問思想の研究』，皇学館大学出版部，
p. 22 (1987）参照。 









































































                                                  
























































































































































受書及授 書ノ日此服ヲ用ユ 御饗應ノ日ハ②朝服ヲ用ユ 朝服ハ次ノ上々官ノ服也冠服
トモニ少モ違ハズ ③佩玉之様子遠方ニテ委シリ見エズ大抵ヲシルス 都テ此図ハ一通リ


























                                                  
27『正徳信使記録』「信使方雑録」にも紅團領のことを、「赤色冠帯、紅色朝服、堂上ハ薄色ニシテ用之申候、堂
下ハ濃色ニシテ用之申候」と記している。 












































32 黑板勝美（編）：『國史大系』第39巻，國史大系刊行會，p. 134（1930） 































                                                  
34 黑板勝美（編）：『國史大系』第40巻，（前掲）pp. 42－43（1930） 
35 早川純三郞（編）：『通航一覧』，第2巻，國書刊行会，p. 437（1912） 
36 黑板勝美（編）：『國史大系』第40巻，（前掲）pp. 321－322 









































                                                  







42 黑板勝美（編）：『國史大系』第44巻，（前掲）p. 187（1932） 



























                                                  
44 黑板勝美（編）：『國史大系』第45巻，（前掲）p. 170（1933） 
刊本で「衣冠」と「襲」の間に句点が入るのは間違いである。 
45 早川純三郞（編）：『通航一覧』第2巻，（前掲）p. 545 






































































































                                                  



































                                                  
50 黑板勝美（編）：『國史大系』第39巻，（前掲）p. 134 
51 黑板勝美（編）同上。p.332 
52 黑板勝美（編）：『國史大系』第40巻，（前掲）pp. 42－43 
53 黑板勝美（編）同上。p. 321 
































                                                  
55 黑板勝美（編）：『國史大系』第42巻，（前掲）p. 458 
56 黑板勝美（編）：『國史大系』第44巻，（前掲）p. 188 
57 直衣の袍のかたちは、束帯の袍と同じであるが、位階によらず色と文様が自由であったので「雑袍」とも言わ
れる。鈴木敬三：『有識故実大事典』，（前掲）pp. 552－523参照。 
58 市岡正一：『徳川盛世録』，平凡社，p. 251（1989） 






































63 黑板勝美（編）：『國史大系』第45巻，（前掲）p. 169 
64「惇信院殿御實紀」〈巻七〉延享5年（1748）6月1日条「けふは御直垂めされ。」黑板勝美（編）：『國史大系』











































69 山内弘一：『朝鮮からみた華夷思想』，山川出版社，pp. 41－44（2003）参照。 




此乎 翠虛曰禮儀官服檀君以来既  定弊邦到今太盛」 
訳文「8月23日 忠國、翠虛に問いて曰く、卿等の衣冠は中国の製に似たり。凡そ貴国の礼儀官服は何れの代
に此くの如きか。翠虛曰く、礼儀官服は檀君以来既に定まれり。弊邦には今に到るもはなはだ盛んになり」米
国ハーバード大学エンチン図書館所蔵本。 
鄭銀志 
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７．終わりに 
 
以上、本稿では、朝鮮王朝と徳川将軍家を結ぶ要であった朝鮮通信使が国書伝命の儀式に用いた
金冠朝服の究明を通して、日朝の善隣外交史の中で、服飾がどれほど重要な意味を持ち、どのよう
な役割をしていたのかを明らかにしてきた。それらの成果をまとめると、以下のようになる。 
まず、国書伝命の儀式における「金冠朝服」の着用時期について日朝双方の史料を比較検討した。
日本側のものとして、天和2年（1682）の朝鮮通信使を描いた日本側の狩野常信筆「朝鮮通信使行
列絵巻」に見られる金冠朝服、朝鮮側の記録として、金指南著『東槎日録』序文が一致することに
より、国書伝命の儀式における金冠朝服が天和2年（1682）から着用されことが明らかとなった。
また、対馬宗家文書『正徳信使記録』11月1日条、申維翰著『海遊録』10月１日条、曺命来著『奉
使日本時聞見録』6月１日条、趙曮著『海槎日記』2月27日条、柳相弼著『東槎録』5月22日条によ
り、金冠朝服が最後の通信使行となる文化8年まで着用されていた様子が読み取れた。 
次に、「金冠紅團領」という本来の金冠朝服ではありえない組み合わせが始まった理由について、
正徳元年（1711）の「朝鮮国之信使登城行列図巻」と宝永7年（1710）に制作された狩野春湖筆「琉
球国両使登城之行列絵巻」見られる服飾を中心に解明を試みた結果、この「金冠紅團領」という異
常な取り合わせは、琉球国の正使の姿をモデルとして描いたから始まったことが明らかとなった。
それに、朝鮮通信使の行列を絵画化した版画などの出版ブームが加わり、通信三使が国書伝命の際
に身に纏う儀礼服は、本来あるべき姿である「金冠朝服」から「金冠紅團領」に変容され、日本各
地へ伝播していったのである。 
また、国書伝命の儀式において、三使を迎えた徳川幕府側はどのような装束を用いたのかについ
て、『徳川實紀』と『通航一覧』より考察を行った結果、まず、幕府側の要人の装束は、元和3年（1617）
と寛永元年（1624）には「衣冠」、寛永13年（1636）には、「束帯」と「衣冠」が用いられ、公家
装束の最上位を占める束帯を、朝鮮の最高の儀礼服である金冠朝服より、約50年も先に国書伝命の
儀式で用いていた様子を伺い知ることができた。寛永20（1643）年には、束帯、衣冠とともに「衣
冠下襲」と「襲衣冠」、明暦元年（1655）から正徳元年（1711）にかけては「束帯」、「衣冠下襲」、
「衣冠」が着用されたが、第8代将軍徳川吉宗により、享保4年（1719）以後からは新井白石によ
り行われた儀礼服の改革案は武備の要を失うものと認識され、公家装束である束帯は着用しなくな
った。 
いま一つ、徳川将軍の装束は、元和3年と寛永元年には「衣冠」、寛永13年から正徳元年までは「直
衣」を用いた。特に、冬の季節に行われた国書伝命の儀式の際に、将軍家宣が朝鮮の喪服を連想さ
せる白直衣を避けて、敢えて夏用の二藍の直衣で身を包み、朝鮮側を礼遇する態度を示したことは、
日朝の“善隣”外交史のなかで服飾が持つ重要性を披歴するものとして、注目されるところである。
享保4年（1719）以後から、将軍の装束は「直衣」から武家装束の最高礼装である「直垂」に変化
し、徳川将軍の装束が公家の装束から武家の装束として、移り変わっていく様子が読み取られた。 
最後に、朝鮮最高の礼装である金冠朝服がなぜ天和2年の国書伝命の儀式から採用されるように
なったのかについて考察を行った。文禄・慶長の役以後、朝鮮の経済は国家の大事に金冠朝服を備
えることもできないほど、貧困な状況であったが、戦後約50年が立つと経済も徐々に回復し、その
国書伝命礼にみる朝鮮通信使の服飾と徳川将軍家の服飾 
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中で孝宗2年（1651）には服制の整備が提案された。また、礼学の発達により官服の儀礼的な側面
が重視される風潮も加えられ、天和2年（1682）以後来日した通信三使も金冠朝服によって威儀を
整えることができたのである。 
もう一つの理由は、朝鮮王朝の対日平和外交の路線が小中華思想に基づき具象的に展開されたこ
とにある。明と清の交替期以来、自主外交を志向した朝鮮王朝は、日本の将軍宛てに朝鮮王の国書
を伝達する儀礼の中で、明の服制に則った「金冠朝服」で威儀を整えることにより、朝鮮こそ正統
な中華の文明を受け継いたという誇りを、服飾によって示したと考えられる。それに加え、粛宗元
年（1674）、中国大陸で起きた「呉三桂の乱」を背景として、清と政治的緊張にあった朝鮮王朝は、
朝鮮半島の安全を確保するために、日本との連帯を以前より一層強化する必要に迫られた。従って、
この金冠朝服によって、朝鮮王朝の対日平和外交の路線が具象的に示されたのである。 
このように、言葉によるだけではなく、服飾を通して日朝双方が共に自らの立場や考えを示した
こと、外交の場において服飾が重要な要素であったことを、「金冠朝服」および幕府側の装束から
解明した。 
 
付記）本稿を完成するに当たり、貴重な史料を快く利用させて下さいました佐賀県立名護屋城博
物館の関係者方々にこの場をお借りし厚くお礼申し上げます。 
